
取扱説明書

一般医療機器　特定保守管理医療機器
一般的名称：真空吸引器
医療機器届出番号：27B1X00013000003
販売名：クーデックキューインポット

この度は、クーデックQinPotを
お買い上げいただき、誠にありが
とうございます。
本製品を使用する際には、必ずこ
の取扱説明書をお読みいただ
き、お取り扱いくださいますよう
お願い致します。

1. 上記保証期間内に正常な使用状況で故障した場合には無料
    修理をさせて頂きます。
2. 保証期間でも次の場合には有料修理になります。
  （1）消耗品である配管保護装置等の交換
  （2）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障や損傷
  （3）火災、地震、落雷、水害その他天災地変、異常電圧、
　　　指定外の使用電源等による故障や損傷
  （4）本書のご提示の無い場合
  （5）本書にお買い上げ年月日、お客様名、代理店名の記入
　　　が無い場合、あるいは字句を書き換えられた場合
3. 本書は日本国内においてのみ有効です。
4. 本書は再発行致しませんので大切に保管してください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件において無料修理
　をお約束するものです。従ってこの保証書によって、お客様
　の法律上の権利を制限するものではありません。
　保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げ
　の代理店または弊社までお問い合わせください。

保証書

品　　番

保証期間 お買い上げ日

製造番号

本体お買い上げ日より1カ年 　　年　　月　　日

様

住所・店名

電話番号　　　　　（　　　　　）　

お
　
客
　
様

代
　
理
　
店

本書はお買い上げの日から下記の期間中に正常な使用状況で故障が発生した場合に、無料修理を行うことをお約束するものです。

〒594-1157 大阪府和泉市あゆみ野2-6-2
TEL 0725-51-2138

大研医器株式会社 カスタマーセンター

0120-233-036フリーダイヤル

製作担当

1905B〈社内管理番号：02204501-J05〉
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製品概要

　　　　製品の概要

　　　　性能・使用目的 

　　　　安全機構

各部の名称と働き

　　　　吸引器本体

　　　　ライナー 

安全上の注意

ライナーは再使用禁止。・

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞
使用前に、吸引器本体及びライナー並びに各チューブや先端具等の接続状態、更に医療ガス配管設備との接続状態
等の点検を行い、本製品が正常に作動することを確認すること。
使用する流量及び圧力に関しては、術法、対象部位、大きさ、患者の体格と年齢、使用者の経験及び技法を勘案して
行うこと。
吸引器本体のコントローラを調整しても、医療ガス配管設備以上の吸引圧力にはならないので注意すること。
一つの医療ガス配管設備では一つの吸引を行い、ふたまた等の同時使用はしないこと。
吸引器本体を固定用フックに確実に取り付けること［取り付けが不完全な場合、わずかな衝撃や振動で吸引器本体
が落下するおそれがある]。
ライナーを吸引器本体にセットする時は、ライナーのテープを外さないこと[ライナーが正常に膨らまないおそれが
ある]。
過貯溜防止装置が作動して吸引が停止した場合、そのまま放置せず速やかにライナーを交換、廃棄すること［過貯
溜防止装置の成分が流出するおそれがある］。
ライナーは樹脂製品なので、吸引器本体にセットする時に傷等をつけないように注意すること［圧力がかかった時に
破裂するおそれがある］。
ライナー内の排液が1000mLに到達するまでに吸引を中止すること。
ライナーを交換する時は、吸引チューブを抜き取り、ライナーのアダプタにアダプタキャップをし、コントローラを
0kPaの位置に戻してから蓋を開けること。
使用後は、アダプタキャップをアダプタに確実にはめること。
ライナーのEOG滅菌やオートクレーブ及びウォッシャーステリライザーによる熱湯消毒等は避けること。
蓋のパッキンが、アダプタに乗り上げないように蓋を閉めること［気密が確保できず、吸引できないおそれがある］。
吸引を行わない時は、必ず本製品のオン－オフレバーを右回転し、オフにすること[吸引を再開する際、吸引できなく
なるおそれがある］。
医療ガス配管設備の吸引供給装置以外には接続しないこと［陽圧やその他の配管に接続すると患者、使用者及び
装置に損傷を与える、又は装置の性能が変化するおそれがある］。
本製品の使用は適切な教育を受講後、行うこと。
本製品を使用する前には、必ず取扱説明書及び添付文書を熟読し、その内容を理解した上で使用すること。

1.

2.

3.
4.
5.

6.

7.

8.

9.
10.

11.
12.
13.
14.

15.

16.
17.

本製品を設置する場合には、次の事項に注意すること。
・水のかからない場所に設置すること。
・温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ等を含んだ空気などにより、悪影響の生じるおそれの無い場所  
に設置すること。
・傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）等、製品の安定状態に注意すること。
・化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に設置しないこと。

本製品の使用者は、各術法に応じた使用を行うこと。
本製品を採血用吸引器として、絶対に使用しないこと。
吸引チューブを直接患者に適用せず、必ず先端部に適切な先端具を接続して使用すること。
吸引器本体及びライナー並びに先端具等は、使用前に損傷がないか、又は著しい劣化が無いか点検すること［排液
の漏れ、又は飛散による周囲環境汚染のおそれがある］。
使用中に異常を感じた時は、使用を中止すること［排液の漏れ、又は飛散による周囲環境汚染のおそれがある］。
本製品の使用後は次の事項に注意すること。
・定められた手順により、オン－オフレバー、コントローラ等を使用前の状態に戻した後、医療ガス配管設備の
供給状態を停止し、その後接続を切ること。
・チューブ類の取り外しに際しては、無理な力を掛けないこと。

使用後のライナーを処理する場合は、院内の「廃棄物処理規定」に従って処理すること。
使用後、ライナー内の排液を排出する際の操作は全て、手袋、マスク、ゴーグル等の保護具を着用して行うこと。
本製品の分解・改造は絶対にしないこと［正常に作動しなくなるおそれがある］。
本製品を廃棄する際は、必ず殺菌・滅菌処理した後、医療廃棄物処分業者に廃棄を依頼すること。
本製品が故障した場合は、必ず専門家に修理を依頼すること。又、消耗品は当社純正部品を使用すること［不完全
な修理、部品の交換は正常な機能や安全の保証ができなくなる］。
本製品及び部品は必ず定期点検を行うこと。
しばらく使用しなかった時は、使用前に必ず正常且つ安全に作動することを確認すること。
吸引器本体を滅菌する場合はEOG滅菌（温度50℃以下、湿度75%Rh以下）以外は行わないこと。
本製品を清拭する場合は有機溶剤（アルコール等）を使用しないこと［ひび割れ等、損傷の原因になる］。

18.

19.
20.
21.
22.

23.
24.

25.
26.
27.
28.
29.

30.
31.
32.
33.

安全上の注意

禁忌・禁止

使用上の注意
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製品概要
製品の概要 性能・使用目的

安全機構

1.性能

■規格

1）

2）

3）

4）

吸引圧力調整範囲
・患者適用吸引圧力：0～－60kPa（緊急時最高吸引圧力－80kPa）
　　※

真空指示器の精度
　最大設定圧力の±10％
排液貯溜容量
　1000mL
使用環境
　周囲温度5～40℃
　相対湿度20～90％（結露なきこと）

1）

2）

3）

4）

ライナーの入口に逆止弁を内蔵することにより、ライナー内の排液の急な飛び出しを防止する構造になって
います（逆止弁の構造上、微量の排液が漏れる可能性がありますので、使用後はアダプタにアダプタキャッ
プをはめてください）。

ライナーに過貯溜防止装置を設けることにより、ライナーの容量を超えた唾液、血液、組織液等の体液が混
入した排液の吸引を防止する構造になっています。

吸引器本体内に配管保護装置を設けることにより、万一ライナーから排液が漏出した場合にも、漏出した排
液が配管設備を汚染することを防止する構造になっています。

吸引器本体内に圧力調整機構を設けることにより、設定吸引圧力を超える吸引圧力が発生することを防止
する構造になっています。

2.使用目的
病院の医用ガス供給システムから供給される陰圧を利用して、液体又は粒状物質の吸引等の治療に用いる装
置である。
　　※吸引器本体のコントローラを調整しても、配管設備能力以上の吸引圧力にはなりません。

吸引器本体
配管コネクタ
シュレーダ式（アムコ式）

配管コネクタ
ピン式（川重・ユニ式）

コントローラを右回転すると、－60kPaで回転ストッパーに当たって停止します。しかし、その状態
から更にコントローラを右回転することで、回転ストッパーを越えて約60°回転することができます。
これは、吸引チューブが組織等で万一詰まった時に、その詰まりを除去するために緊急的に適用する
ための措置です。

製品概要

CQR10-PY
CQR10-PP
CQR10-PG
CQR10-PB
CQR10-SY
CQR10-SP
CQR10-SG
CQR10-SB
CQD10-H
CQD10-G

キューインポットイエローP
キューインポットピンクP
キューインポットグリーンP
キューインポットブルーP
キューインポットイエローS
キューインポットピンクS
キューインポットグリーンS
キューインポットブルーS
キューインポットライナー排出タイプ（別売）
キューインポットライナー凝固タイプ（別売）

配管コネクタ
ピン式（川重・ユニ式）

配管コネクタ
シュレーダ式（アムコ式）

凝固剤無し
凝固剤有り

品 番 品 名 仕 様
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各部の名称と働き 各部の名称と働き

吸引器本体 ライナー

①壁掛けホルダ
②オン－オフレバー
③コントローラ
④配管保護装置
⑤キャニスタ
⑥蓋
⑦蓋ロック
⑧アダプタホルダ
⑨キャニスタキャップ
⑩蓋パッキン
⑪配管コネクタ
⑫脱着ツマミ
⑬蛇腹チューブ
⑭配管チューブ
⑮ストッパー

吸引器本体を壁の固定用フックに固定します。
吸引の開－閉をします。
吸引圧力の調整をします。
排液の漏出による配管の汚染を防止します。 ※消耗品
ライナーを入れます。
キャニスタを密閉します。
蓋をキャニスタに固定します。
ライナーをキャニスタに固定します。
使用しない側のアダプタホルダを密閉します。
蓋とキャニスタの隙間を密閉します。
壁配管と吸引器本体を接続します。
蓋の取り外し時に使用します。
吸引圧力を蓋に導入します。

キャニスタの外れを防止します。

名 称 内 容

⑯アダプタキャップ
⑰アダプタ

⑱過貯溜防止装置
⑲凝固剤（凝固タイプのみ）
⑳テープ

⑰アダプタ

⑯アダプタキャップ

⑱過貯溜防止装置

⑲凝固剤（凝固タイプのみ）

排液の逆流を防止します。
吸引チューブを接続します。
排液の急な飛び出しを防止する逆止弁を内蔵しています。
排液の過貯溜を防止します。
排液を凝固します。
ライナーが適切に膨らむように形を整えています。

名 称 内 容

①壁掛けホルダ

②オン－オフレバー

③コントローラ

④配管保護装置

⑤キャニスタ

⑥蓋
⑦蓋ロック

⑧アダプタ
   ホルダ

⑨キャニスタキャップ

⑩蓋パッキン

⑪配管コネクタ

⑫脱着
　ツマミ

⑬蛇腹チューブ

⑭配管チューブ

⑮ストッパー

⑳テープ
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使用方法 使用方法

1 吸引器本体の設置
1. 配管保護装置を配管チューブに接続します。
必要に応じ、配管チューブの長さを調整してくだ
さい。

2. 壁掛けホルダを壁の固定用フックに取り付けます。

2. ライナーのアダプタをキャニスタのアダプタホル
ダに取り付けます。

配管チューブの長さの調整はチューブ表面を
傷つけないように行ってください。
配管チューブと配管保護装置の接続は確実
に行ってください。

注意

2 吸引の準備
1. キャニスタキャップはライナーを取り付けない側
のアダプタホルダに取り付けます。

必ず図の方向に取り付けてください。
逆に取り付けると蓋を閉めた時破損するおそ
れがあります。

注意

吸引器本体を固定用フックに確実に取り付
けてください。取り付けが不完全な場合、わ
ずかな衝撃や振動で吸引器本体が落下する
おそれがあります。

注意

3. 配管コネクタを壁配管に接続します。

オン－オフレバーがOFFになっている状態で
配管コネクタを接続してください。

注意

ライナーのテープは絶対に外さないでくだ
さい。

注意

3. ライナーの挟み込みに注意して、蓋を確実にロッ
クします。

4. コントローラを回し、吸引圧力を設定します。

コントローラにはロック機構があります。
コントローラを押し込んだ状態ではロックが
かかり、吸引圧力の調整ができません。吸引
圧力の調整を行う時は、コントローラを引き
出した後、行ってください。
ロックがかかったまま、無理にコントローラ
を回すと、破損のおそれがあります。

注意

5. オン－オフレバーを反時計回りに90°回転し、
吸引圧力を吸引器本体に導入します。

オン－オフレバーを中間位置で止めると誤作
動の原因となりますので、必ずON又はOFF
の位置に確実に切り替えてご使用ください。

注意

吸引器本体の蓋パッキンが、ライナーのアダ
プタに乗り上げないよう蓋を閉めてください。

注意

壁の固定用
フックへ コントローラ

壁配管へ

オン－オフレバー

蓋ロックの上部を押さえる

テープは
外さないでください・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・
・
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ライナーの穴に
指を通す

使用方法 使用方法

4 A. 排出タイプの場合
1.

2.

排液の排出が可能です。排液の飛び出しに注意
しながらライナーを切り、院内の「廃棄物処理規
定」に従って排液の排出を行ってください。

ライナーを院内の「廃棄物処理規定」に従って
処理してください。

2. コントローラを反時計回りに回して吸引圧力を
最小にし、蓋ロックのOPEN部を押して蓋を開
けます。

3 吸引が終わったら

6. アダプタキャップが外れている事を確認し、ライ
ナーを膨らませた後、患者側の吸引チューブをア
ダプタに接続してください。

ライナーの膨らみが十分でない時は患者側
の吸引チューブを接続する前に吸引圧力を上
げてください。
ライナーが膨らんだら、吸引圧力をもとの設
定に戻してください。

注意

過貯溜防止装置が作動して吸引が停止した
場合、そのまま放置せずに速やかにライナー
を交換・廃棄してください。
長時間放置すると過貯溜防止装置の成分が
流出するおそれがあります。

注意

7. 吸引器具の先端に吸引圧力が発生していること
を確認してから、吸引を開始してください。

1. オン－オフレバーを時計回りに90°回転させて
吸引を停止したあと、患者側の吸引チューブを取
り外し、アダプタキャップをアダプタに確実に取
り付けます。

吸引を1000mL以上行わないでください。
ライナーが取り出しにくくなったり、吸引終了
後に蓋が開きにくくなります。
アルコール等の有機溶剤を吸引しないでくだ
さい。ライナーの過貯溜防止装置からの排液
漏れや、凝固タイプの凝固不良の原因になり
ます。

注意

吸引を行わない時は、必ずオン－オフレバー
をOFFの状態にしてください。
以後の操作は全て、手袋、マスク、ゴーグル等
の保護具を着用して行ってください。

注意

吸引直後は、内部が陰圧のため、蓋が開かな
いことがあります。
蓋が開かない時は、しばらく時間を置いてから
開けてください。

注意

3. アダプタをアダプタホルダより取り外し、キャニス
タを手で押さえながら、ライナー上部の穴に指を
通し、ライナーを持ち上げて取り出してください。

ライナーのみを持って引っ張ると、キャニス
タが一緒に持ち上がる場合があります。

注意

オン－オフレバー

蓋ロック

OPEN

・

・

・

・

・

・

・

・

アダプタを
アダプタホルダ
より取り外す
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ご使用後は使用方法

1 保管方法
本製品を保管する場合には、次の事項に注意してください。

ご使用後は、清掃を行い、正しく保管してください。4 B. 凝固タイプの場合
1.

2.

排液吸引時に凝固剤が、水溶性の凝固剤袋から
自動的に投入されています。
排液が凝固していない場合は、ライナーを取り出
した後、外部より軽く揉みほぐして凝固剤を分
散させてください。

排液が完全に凝固したことを確認した後、ライナー
を院内の「廃棄物処理規定」に従って処理してく
ださい。

1.
2.

3.
4.
5.

水のかからない場所に保管すること。
気圧、温度、湿度、風通し、日光、紫外線、ほこり、塩分やイオウ等を含んだ空気などにより悪影響の生じるお
それの無い場所に保管すること。
傾斜、振動、衝撃等、製品の安定状態に注意すること。
化学薬品のそばやガスの発生するような場所に保管しないこと。
保管環境 

使用環境

液体に浸して洗浄しないでください。液体が製品内部にしみ込みますと、樹脂や金属が劣化・腐食するお
それがあります。
吸引器本体を滅菌する場合には、EOG滅菌（温度50℃以下、湿度75％Rh以下）以外は行わないでくだ
さい。
有機溶剤（アルコール等）は使用しないでください。ひび割れ等損傷の原因になります。
消毒剤例を下記に示します。消毒剤の希釈率等は、各消毒剤の添付文書に従ってください。

消毒剤を使用した場合は、水又はぬるま湯を浸したやわらかい布等で消毒剤をふき取り、清潔でやわら
かい布等で余分な湿気を取ってください。

・ 

・ 

・
・ 

・

注意

周囲温度：－5～40℃
相対湿度：10～95％（結露なきこと）
周囲温度：5～40℃
相対湿度：20～90％（結露なきこと）

塩化ベンザルコニウム水溶液（オスバン等）
塩化ベンゼトニウム水溶液（ハイアミン等）
クロルヘキシジン水溶液（ヒビテン等）

凝固剤
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保守点検 保守点検

2 参考

● 洗浄
キャニスタ及び蓋が汚れた場合は、分解・洗浄が
可能です。

● 配管保護装置の交換
・

● 分解・組立
1.

2.

1 保守・点検

一番上のビスを緩めてストッパーを取り外し、
キャニスタを取り外します。
蛇腹チューブを蓋から引き抜いた後、脱着ツマ
ミを内側にスライドさせ、蓋を取り外します。

3. 分解と逆の手順で組み立てを行ってください。

蓋及びキャニスタ以外は洗浄不可能です。
洗浄後は水分をよく切り、日陰で完全に自然
乾燥させた後、組み立ててください。

注意

組立後は日常点検を行ってください。
注意

配管保護装置の接続方向に注意してくださ
い。側面の矢印マークが配管コネクタ側にな
るよう接続してください。
配管保護装置の交換時は、手袋・マスク・ゴー
グル等の保護具を着用して行ってください。

注意

配管保護装置が作動し吸引しなくなった時、吸
引力の低下を感じられた時、及び内部のフィル
タが汚れた時は、配管保護装置の交換を行っ
てください。

● 配管保護装置の交換手順
・
・
・

オン－オフレバーをOFFの状態にします。
配管コネクタを外します。
配管保護装置と配管チューブを外し、新しい配
管保護装置を取り付けてください。

● 耐用年数
・
・

● 圧力単位換算表

3 日常点検

指定の保守・点検を実施した場合の耐用期間：5年（自己認証（当社データ）による）
耐用年数は使用環境により変動します。

● 外観

4 定期点検
安全に、より長くお使いいただくために、1～2年に一度を目安に定期点検を実施してください。
定期点検につきましては、弊社担当者までご相談ください。

亀裂、損傷、変形、変色及び劣化が無いかを目視で確認してください。

● 各部の点検
亀裂、損傷、変形、変色、劣化及び取り付け位置のズレが無いかを目視で確認してください。

● 蓋
開閉にガタつきが無く、スムーズに行えるかどうかを確認してください。

コントローラ
回転がスムーズに行えるか、コントローラの回転に伴い、吸引圧力が変化するかを確認してください。

● 配管保護装置
内部に水分（水滴）が無いことを確認してください。

●

オン－オフレバー
吸引の開閉が正常に行われるかを確認してください。

●

kPa×7.5=mmHg
kPa
mmHg

10
75

20
150

30
225

40
300

50
375

60
450

70
525

80
600

各点検で異常が認められた場合は、直ちに使用を中止し、弊社担当者までご連絡ください。
落下・衝撃が加わった場合は、吸引器本体の外観及び動作に異常が見られない場合でも直ちに使用を中
止し、弊社担当者までご連絡ください。

・ 

・ 

注意

キャニスタ

配管コネクタ

配管保護装置

蛇腹
チューブ

脱着
ツマミ

・

・

・

・
・

ストッパー

緩めるビス
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トラブルシューティング 日常点検チェックリスト
現　象 原　因 対処方法

吸引しない

吸引圧力の調整ができない

コントローラの圧力設定値が最小になっ
ている

圧力設定値を上げてください

ライナーが正しく取り付けられていない（ラ
イナーが蓋とキャニスタに噛み込んでいる）

ライナーを付け直してください

吸引チューブが抜けている
又は、抜けかけている

吸引チューブとライナーとの接続を確認
してください

蓋パッキン、キャニスタキャップが劣化し、
破れや亀裂がある

修理をお申し付けください

配管チューブ、吸引チューブが折れ曲がっ
ている

チューブを確認してください

蛇腹チューブが蓋に確実に接続されてい
ない

蓋を開き、蛇腹チューブが蓋に接続され
ているか確認してください

キャニスタが確実に取り付けられていない キャニスタを確実に取り付けてください

蓋が正しく取り付けられていない 蓋を正しく取り付けてください

配管保護装置が作動している 配管保護装置を交換してください
配管保護装置内のフィルタが汚れている 配管保護装置を交換してください

圧力設定のコントローラの設定値が最小
付近になっている

圧力設定値を上げてください

蓋パッキン、キャニスタキャップが劣化し、
破れや亀裂がある

修理をお申し付けください

配管チューブ、吸引チューブが折れ曲がっ
ている

チューブを確認してください

配管保護装置が作動している 配管保護装置を交換してください
配管保護装置内のフィルタが汚れている 配管保護装置を交換してください

圧力設定のコントローラが回らない コントローラを手前に引いてロックを解
除してください。解除しても回らない場
合は、修理をお申し付けください

吸引が弱い

オン－オフレバーがOFFになっている

キャニスタキャップが外れている キャニスタキャップを取り付けてください

ライナーの過貯溜防止装置が作動している ライナーを新しいものに交換してください

キャニスタに亀裂・損傷がある 修理をお申し付けください

蓋とキャニスタに隙間がある 修理をお申し付けください

蓋とキャニスタに隙間がある 修理をお申し付けください

上記以外の原因 修理をお申し付けください

上記の項目に該当しない場合は、弊社担当者へお問い合わせください。

上記以外の原因 修理をお申し付けください

配管保護装置と配管チューブが抜けている 配管保護装置と配管チューブを正しく
接続してください

キャニスタキャップが正しく付いていない キャニスタキャップを付け直してください

オン－オフレバーはONにしてください
配管コネクタが吸引源に接続されていない

1
2
3
4
5
6
7
8
9

NG
NG
NG
NG
NG
NG
NG
NG
NG

OK
OK
OK
OK
OK
OK
OK
OK
OK

NGOK

吸引器本体の外観に亀裂や劣化等の異常はありませんか？
各部に亀裂や劣化、及び取り付け位置のズレはありませんか？
蓋の開閉にガタつきはありませんか？
蓋パッキンに傷、めくれ等はありませんか？
キャニスタキャップは確実に取り付けてありますか？
コントローラの回転はスムーズに行えますか？
コントローラの回転に伴い、吸引圧力は変化しますか？
オン－オフレバーの操作に伴い、吸引の開閉が正常に行われますか？
配管保護装置内に水分（水滴）はありませんか？

総合判定

配管コネクタの接続を確認してください
製造番号：　　　　　　　　年月日：　　　　／　　／　　　　担当：

使用前点検（毎回）

各点検で異常が認められた場合は、直ちに使用を中止し、弊社担当者までご連絡ください。
落下・衝撃が加わった場合は、吸引器本体の外観及び動作に異常が見られない場合でも直ちに使用を中止
し、弊社担当者までご連絡ください。

注意
・
・
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